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相談を受ける全労働の伊藤さん

繁
華
街
を
デ
モ
行
進

１
５
３
名
が
参
加
し
た
三
八
集
会

弘
大
職
組
の
加
盟
を

歓
迎
の
拍
手
で
承
認

民主党と共産党の代表も行進

　

昨
年
９
月
19
日
未
明
、
戦
争

法
案
の
廃
案
を
求
め
る
多
く
の

国
民
が
国
会
を
包
囲
す
る
中
、

国
民
多
数
の
反
対
の
声
を
無
視

し
、
自
民
・
公
明
な
ど
の
多
数

で
戦
争
法
は
強
行
成
立
と
な
っ

た
。
殆
ど
の
憲
法
学
者
が
「
違

憲
」
若
し
く
は
「
違
憲
の
疑
い
」

が
あ
る
と
し
、
国
民
の
８
割
が

「
今
国
会
で
の
成
立
に
反
対
」

し
て
い
る
も
と
で
の
暴
挙
で
あ

っ
た
。
国
会
が
終
わ
れ
ば
沈
静

化
す
る
と
自
民
党
幹
部
が
発
言

し
て
い
た
が
、
国
民
の
怒
り

は
、
戦
争
法
廃
止
の
行
動
に
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
。
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
が
呼
び
か
け

た
「
戦
争
法
廃
止
２
０
０
０
万

人
署
名
」
は
、
全
国
各
地
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
弘
前
市
で

は
、
町
内
の
全
戸
訪
問
に
よ
る

署
名
行
動
が
展
開
さ
れ
、
八
戸

市
で
は
、
館
鼻
岸
壁
で
の
朝
市

署
名
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

大
き
な
成
果
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

３
月
29
日
に
「
戦
争
法
」
が

施
行
さ
れ
、
自
衛
隊
の
戦
争
へ

の
参
加
が
可
能
と
な
っ
た
。
南

ス
ー
ダ
ン
へ
の
「
駆
け
つ
け
警

護
」
は
、
参
議
院
選
挙
を
に
ら

み
、
派
遣
任
務
か
ら
除
外
さ
れ

た
。参
議
院
青
森
選
挙
区
で「
戦

争
法
廃
止
」
を
掲
げ
る
野
党
統

一
候
補
が
決
定
し
た
。「
戦
争

法
廃
止
」
の
署
名
を
訴
え
な
が

ら
、
青
森
選
挙
区
で
は
「
戦
争

法
廃
止
」
の
野
党
統
一
候
補
の

支
持
を
広
げ
、比
例
区
で
は「
戦

争
法
廃
止
」
で
奮
闘
す
る
政
党

を
躍
進
さ
せ
、
自
公
と
そ
の
補

完
勢
力
を
過
半
数
割
れ
に
追
い

込
む
た
め
に
、
職
場
、
地
域
で

奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。　
（
檜
山
）

「3･11」青森集会800名
「3･11」三八集会153名

第87回
メーデーに参加を

弘
前
で
す
す
む

　 

地
域
署
名
！

深
刻
な
電
話

労
働
相
談  

氷
山
の
一
角

　

３
月
６
日
、
な
く
そ
う
原

発
・
核
燃
、
あ
お
も
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
主
催
の
４
回
目
の
「
さ

よ
う
な
ら
原
発
・
核
燃
『
３
・

11
』
青
森
集
会
」
が
青
森
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各

地
か
ら
８
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
１
回
目
の
参
加
者
が

１
７
０
０
名
な
の
で
原
発
・
震

災
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
10
代
の

女
性
４
人
組
の
制
服
向
上
委
員

会
の
ラ
イ
ブ
で
始
ま
り
、
続
い

て
主
催
者
を
代
表
し
て
大
竹
共

同
代
表
が
、
福
島
の
避
難
者

10
万
人
、
あ
と
を
た
た
な
い
自

殺
者
、
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん

な
ど
の
実
態
を
告
発
、
原
発
・

核
燃
か
ら
の
撤
退
を
訴
え
ま
し

た
。
浅
石
共
同
代
表
が
、
「
崖

っ
ぷ
ち
の
再
処
理
」
を
テ
ー
マ

に
基
調
報
告
を
し
ま
し
た
。
浅

石
さ
ん
は
、
下
北
半
島
の
原
発

　

３
月
20
日
（
日
）
、
「
戦
争

廃
止
を
求
め
る
弘
前
集
会
」
が

11
時
か
ら
、
弘
前
駅
前
リ
ン
ゴ

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
民

主
党
の
山
内
崇
さ
ん
、

共
産
党
の
安
藤
晴
美
さ

ん
、
県
社
保
協
会
長
の

大
竹
進
さ
ん
が
挨
拶

し
、
参
院
選
の
候
補
者

一
本
化
に
向
け
た
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
集
会
で
は
、
ト
ー

ク
を
新
婦
人
の
三
浦
さ

ん
が
、
集
会
宣
言
は
地

区
労
連
副
議
長
の
川
村

さ
ん
が
読
み
上
げ
、
全

と
核
燃
サ
イ
ク
ル
施
設
の
集
中

立
地
の
実
態
、
核
燃
サ
イ
ク
ル

の
破
綻
と
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
処
理
、
余
剰
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
①
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
へ
の
転
換
②
再
処
理
工

場
の
即
時
廃
止
③
プ
ル
サ
ー
マ

ル
計
画
の
中
止
④
原
発
再
稼
働

反
対
、
原
発
新
増
設
及
び
更
新

を
や
め
る
こ
と
⑤
使
用
済
み
燃

料
は
再
処
理
せ
ず
、
直
接
処
分

す
る
こ
と
⑥
知
事
は
原
子
力
マ

ネ
ー
依
存
か
ら
脱
却
し
、
地
域

再
生
・
強
化
の
政
策
に
転
換
す

る
こ
と
、
を
内
容
と
す
る
集
会

決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
、
な
く
せ
！
原

発
・
核
燃
三
八
連
絡
会
は
八
戸

市
で
同
様
の
集
会
を
持
ち
ま
し

た
。

員
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
集
会
に
は
70
名
が
参
加
）
。

そ
の
後
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

寒
空
の
中
、
市
民
に
戦
争
法
廃

止
を
訴
え
ま
し
た
。

　

弘
前
市
で
は
、
地
域
に
入
っ

て
の
署
名
活
動
が
、
津
軽
保
健

生
協
や
「
戦
争
い
や
だ
、
憲
法

守
れ
中
弘
南
黒
の
会
」
、
新
婦

人
の
会
等
で
進
め
ら
れ
て
お

り
、
８
千
筆
を
超
す
署
名
が
集

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
が
玄
関
に
署
名

し
た
用
紙
を
貼
っ
て
く
れ
て
い

た
り
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
れ

る
方
々
も
で
て
き
て
お
り
、
連

日
の
取
組
み
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

20
日
も
津
軽
保
健
生
協
の
和

徳
支
部
で
は
５
人
で
手
分
け
し

て
、
２
５
０
軒
に
署
名
用
紙

を
配
り
ま
し
た
。
24
日(
木)
に

は
、
署
名
の
回
収
に
回
る
手
は

ず
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
（
中
弘
南
黒
・
佐
藤
倖
造
）

●
県
中
央
集
会
　
10
時

　
　
青
い
海
公
園

●
中
弘
南
黒
地
区
　
10
時

　
　
弘
前
駅
前
公
園

●
三
八
地
区
　
10
時

　
　
長
者
ま
つ
り
ん
ぐ
広
場

●
上
十
三
地
区
　
10
時
予
定

　
　
駒
っ
こ
広
場

●
下
北
地
区
　
10
時
予
定

　
　
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ

●
西
北
地
区
　
10
時

　
　
み
ず
と
み
ど
り
の
小
公
園

　
３
月
は
、
高
校
や
大
学
等
の

卒
業
生
に
と
っ
て
就
職
の
季
節

で
あ
り
、
労
働
者
の
異
動
の
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
全
労
連
は

例
年
こ
の
時
期
に
「
許
す
な
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
！
労
働
相
談
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
全
国
一
斉
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
３

月
３
日
、
青
森
県
労
連
で
も
電

話
窓
口
を
開
設
、
現
役
の
労
働

行
政
職
員
で
も
あ
る
全
労
働
の

仲
間
３
名
が
対
応
し
ま
し
た
。

働
い
て
も
貧
困
か

ら
抜
け
出
せ
な
い

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

や
労
働
者
を
使
い

捨
て
に
す
る
ブ
ラ

ッ
ク
企
業
が
社
会

問
題
化
し
、
働
く

人
の
不
安
は
増
す

ば
か
り
で
す
。
全

労
連
は
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
当
日

の
相
談
は
２
件
の
み
で
し
た

が
、
Ａ
Ｔ
Ｖ
青
森
テ
レ
ビ
の
取

材
の
影
響
も
あ
り
、
翌
日
は
６

件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
今

回
は
地
域
労
連
で
も
チ
ラ
シ
を

配
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

労
働
相
談
の
件
数
は
氷
山
の
一

角
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
、
泣
き
寝
入
り
の
実
態
を
改

善
さ
せ
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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戦争法廃止で野党統一！
田名部さんに一本化

最高裁で門前払い
＝青森生存権裁判＝

講演する奥村県労連議長

雪
が
少
な
く
て

楽
を
さ
せ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。

草
の
芽
が
早
く
も
顔
を
出
し
て

き
た
の
で
、
草
取
り
開
始
も
早

く
な
り
そ
う
で
す
。（
木
村
裕

子
・
県
教
組
）

最
近
の
ヘ
ル
ス
メ
�
タ
�

は
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
が
表

示
さ
れ
る
と
い
う
話
を
聞
き
、

古
く
な
っ
た
の
を
処
分
。
新
品

を
購
入
。
早
速
メ
ー
タ
ー
に
乗

っ
て
み
て
び
っ
く
り
。
な
ん
と

「
体
年
齢
」
が
46
歳
。
信
じ
ら

れ
な
い
。
何
を
根
拠
に
？
（
加

福
重
治
・
年
金
者
組
合
）

風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
つ
た

の
で
す
が
食
欲
が
な
く
、
お
か

ゆ
だ
け
で
乗
り
切
っ
た
ら
3
キ

ロ
痩
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
正
月
太
り
で
太
っ
た
キ

ロ
数
と
一
致
し
た
の
で
、
風
邪

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
大
成
功
で
し

た
。（
佐
々
木
貴
哉
・
全
労
働
）

ら
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

総
会
に
先
立
っ
て
奥
村
県
労

連
議
長
が
講
演
、
①
集
団
的
自

衛
権
は
違
憲
②
違
憲
な
法
律
は

無
効
③
「
緊
急
事
態
条

項
」
は
ナ
チ
ス
の
「
全
権

委
任
法
」
と
同
じ
④
立
憲

主
義
は
権
力
濫
用
阻
止
の

も
の
等
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

檜
山
事
務
局
長
は
、
活

動
の
経
過
と
方
針
を
提
案

し
ま
し
た
。
と
く
に
戦
争

法
を
廃
止
す
る
た
め
、
市

　

３
月
13
日
、
戦
争
い
や
だ
憲

法
守
れ
！
県
民
の
会
（
略
称
・

憲
法
ネ
ッ
ト
青
森
）
は
16
年
総

会
と
講
演
会
を
開
催
、
県
内
か

も
う
す
ぐ
春
で
す
！

溶
け
た
雪
の
下
か
ら
花
が
芽
を

出
す
よ
う
に
私
た
ち
も
ム
ク
ム

ク
と
頭
を
も
た
げ
て
い
か
な
く

て
は
！
。（
鎌
田
文
子
・
年
金

者
組
合
）

新
社
会
人
と
し
て

旅
立
つ
時
期
、
企
業
は
一
社
会

人
と
し
て
育
て
る
義
務
が
あ

り
、
私
た
ち
も
見
守
り
、
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
う
。（
田
名
部
泰
夫
・

全
労
働
）

３
月
31
日
で

県
教
組
卒
業
で
す
。
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
な
ど
に
挑
戦
で
き

な
い
の
で
、
さ
び
し
い
で
す
。

「
県
労
連
あ
お
も
り
」
の
機
関

誌
は
私
の
支
え
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
宇
部

好
子
・
県
教
組
）

年
度
末
に
向
け
て

あ
わ
た
だ
し
く
な
る
に
つ
れ
、

何
か
忘
れ
物
を
し
て
い
る
よ
う

な
・
・
・
。
自
分
を
い
た
わ
る

こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
（
中

田
真
弓
・
高
教
組
）

あ
と
３
週
間
で

日
本
で
す
。
日
本
食
食
べ
た

い
。（
下
山
智
裕
・
弘
大
職
組
）

　

戦
争
法
廃

止
と
立
憲
主

義
の
回
復
を

求
め
る
参
議

院
選
挙
の
野

党
共
闘
が
前

進
し
て
い
ま

す
。
統
一
候

補
者
選
び
は
、

市
民
連
合
や

野
党
間
で
話

し
合
い
が
続

け
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
沖
縄
、

熊
本
、
宮
崎
、

長
崎
、
徳

島
・
高
知
、

長
野
、
山
梨
、

栃
木
、
宮

城
・
青
森
で
野
党
統
一
候

補
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
3
月
21
日
、

し
た
。

　

全
労
連
は
、
こ
の
参
院
選
挙

は
違
憲
の
戦
争
法
廃
止
に
道
筋

を
つ
け
、
く
ら
し
と
日
本
社
会

の
未
来
を
切
り
拓
く
歴
史
的
な

国
政
選
挙
と
位
置
づ
け
組
合
員

の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

あいさつする大竹進青森生存権裁判を支援する会会長

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
５
月
15
日

●
発
表
＝
６
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。

「
第
305
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
種
か
ら
稲
を
育
て
る
…
…
床

③
日
本
三
大
奇
祭
の
一
つ

⑦
桜
は
開
花
か
ら
約
一
週
間
で

こ
の
状
態
に
な
り
ま
す

⑨
首
都
は
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

⑩
居
る
の
に
居
な
い
ふ
り

⑫
…
…
は
一
代
、
名
は
末
代

⑬
…
…
茶
わ
ん
の
最
近
の
呼
び

名
は
「
ペ
ア
茶
わ
ん
」

⑮
苦
労
す
る
と
増
え
る
？

⑰
頭
に
か
ぶ
り
ま
す

⑲
商
品
が
並
ん
で
い
ま
す

㉑
有
罪
を
色
で
言
う
と
？

㉒
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
の

生
涯
』
の
著
者
。
…
・
ロ

ラ
ン

㉔
４
月
の
旧
名

㉖
物
事
を
決
め
る
計
画
書

㉘
金
・
銀
・
白
金
な
ど

㉙
映
画
…
…
。図
書
…
…
。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
な
ま
麦
…
…
な
ま
卵

②
コ
ン
パ
ス
で
描
き
ま
す

③
油
の
こ
と
で
す

④
ト
ゲ
の
あ
る
木
に
咲
く

⑤
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ
が
採

れ
ま
す

⑥
最
後
。
…
…
オ
ー
ダ
ー

⑧
チ
ン
す
る
と
早
い
よ

⑪
お
皿
が
回
る
店
も
あ
る

⑭
ほ
の
か
に
か
す
ん
だ
月

⑯
ホ
テ
ル
や
空
港
の
ロ
ビ
ー

⑱
勝
っ
て
増
え
る
…
…
星
。

⑳
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
敵
は
、

…
…
マ
ン

㉑
地
球
を
包
ん
で
い
ま
す

㉓
花
粉
症
の
人
の
必
需
品

㉕
沈
黙
は
…
…
雄
弁
は
銀

㉗
挿
し
絵
…
…
。日
曜
…
…

第
301
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
リ
ュ
ウ
ヒ
ョ
ウ

《
当
選
者
》
17
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。

下
山
智
裕
（
弘
大
職
組
）

高
斉
牧
子
（
ひ
だ
ま
り
）

宇
部
好
子
（
県
教
組
）

中
田
真
弓
（
高
教
組
）

佐
藤
英
雄
（
全
労
働
）

参
院
選
勝
利
で
安
倍
退
陣

― 
憲
法
ネ
ッ
ト
総
会 

―

民
運
動
と
野
党
共
闘
と
の
連
携

に
よ
っ
て
参
院
選
を
勝
利
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
ま
し

た
。

民
主
党
・
共
産
党
・
維
新
の

党
・
社
民
党
4
党
で
4
項
目
の

覚
書
を
確
認
、
民
主
党
の
田
名

部
匡
代
さ
ん
を
統
一
候
補
と
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
覚

書
は
、
①
戦
争
法
廃
止
と
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決

定
撤
回
を
選
挙
公
約
と
し
、
安

倍
政
権
打
倒
、
補
完
勢
力
を
少

数
に
追
い
込
む
②
参
院
選
青
森

選
挙
区
勝
利
に
向
け
協
力
を
行

う
③
上
記
以
外
の
政
策
課
題
は

引
き
続
き
協
議
・
合
意
形
成
に

努
力
す
る
④
4
党
協
議
会
を
設

置
し
開
催
す
る
、
と
し
て
い
ま

す
。
全
労
連
は
、
1
月
に
開
催

さ
れ
た
評
議
員
会
で
「
参
議
院

選
挙
・
第
1
次
方
針
」
を
提
起
、

各
組
合
員
の
論
議
を
提
起
し
ま

　

討
論
で
は
、
県
教
組
の
一
戸

さ
ん
は
沖
縄
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ

る
安
保
条
約
の
弊
害
、
西
北
五

の
水
島
さ
ん
は
地
域
で
の
平
和

活
動
、弘
前
の
佐
藤
さ
ん
は「
戦

争
い
や
だ
、
憲
法
守
れ
中
弘
南

黒
の
会
」
の
活
動
、
新
婦
人
野

北
田
さ
ん
は
２
０
０
０
万
署
名

活
動
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
前
年
度
の
役
員
を
再

任
し
て
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

身
世
帯
で
月
額
８
万
５
３
６
０

円
〜
７
万
７
５
６
０
円
だ
っ
た

合
計
額
が
約
20
％
も
減
額
さ

れ
、
生
活
で
き
な
い
境
遇
に
追

い
や
ら
れ
、
２
０
０
７
年
に
青

森
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。
青

森
地
裁
及
び
仙
台
高
裁
の
不
当

　

青
森
生
存

権
裁
判
３
・

26
抗
議
集
会

が
青
森
市

「
ア
ピ
オ
あ

お
も
り
」
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

青
森
県
の

70
歳
以
上
の

生
活
保
護
受

給
者
は
、
生

活
保
護
の
老

齢
加
算
廃
止

に
よ
り
、
単

判
決
に
は
、
憲
法
25
条
の
解
釈

に
重
大
な
誤
り
が
あ
る
と
し
、

２
０
１
４
年
12
月
に
上
告
・
上

告
受
理
申
立
を
行
い
、
本
年
２

月
17
日
、
最
高
裁
判
所
第
二
小

法
廷
は
、
上
告
棄
却
・
上
告
不

受
理
と
す
る
決
定
を
行
い
ま
し

た
。

　

本
件
は
、
重
要
な
憲
法
問
題

を
含
む
も
の
で
あ
り
、
大
法
廷

へ
回
付
す
る
こ
と
を
求
め
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
「
門
前
払
い
」

と
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
不
当

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
、
社
会
保
障
の
充
実
を

求
め
て
た
た
か
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
集
会
に
は
、
原
告

５
人
、
弁
護
団
５
人
と
全
国

連
絡
会
会
長
な
ど
各
地
か
ら

１
１
７
人
が
駆
け
つ
け
ま
し

た
。


